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令和 5 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 5 年 5 月 28 日（日）10 時 00 分～11 時 55 分  

開催場所 都川まちづくりセンター 参加人数 15 

出席議員 村木勝也、佐々木豊治、牛尾昭 議長 - 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】子どもたちと地域の関わりについて 

・地域での行事、たとえば陶芸教室などに子どもにも入って

もらった。（夏休みの宿題の手伝いに）  

・部活動が自由になり、勝つ喜びがなくなり、体力格差にもつ

ながっているのではないか。一流選手も出にくくなる。 

【持ち帰るもの】 

・地域で子ども達との関わる行事や居場所の取組を行っても、

距離があるため、その場所まで子ども達を送迎が必要にな

ってくる。その対応をどうするのか。 

・７人の子どもが住んでいるが、この地域の良さを知っても

らって卒業してもらいたい。伝える機会があれば案内した

い。地域では企画力がないので教えてもらいたい。 

・学校教育のなかのテーマで地域を回ってもらい、ふるさと

教育の一環で学校に取組んでもらいたい。 

【福祉環境】健康について 

・コロナワクチンの集団接種が可能となった地区まちづくり

委員会の取組をお聞きしました。 

【回答を要する】 

・近くの病院(医院)において、十分な駐車場を確保してほし

い。(市外含む) 

・インフラの整備が進み、しまね医療情報ネットワーク（愛

称：まめネット）が活用できる環境を望む。 



2 

 

【産業建設】農業・林業・漁業の問題点と希望について 

・JA の統合、金融廃止の問題 

・海の日のイベントがあっても「みどりの日」のイベントが

ないことがおかしい。 

【回答を要する】 

・浜田市街地でのイベントである、浜っ子春・夏まつりは、

市なり観光協会が経費をみているのに、旭や金城等のイベ

ントは、公費がみられていないのではないか。旧浜田の代

表的なまつりと他の地域とのまつりの費用負担を教えてほ

しい。 

自由意見 

【回答したもの】※回答概要も記載 

・県道、市道の支障木等の枝切について 

 →新森自治まちづくり会長が回答(市道は早期対応しても

らっている。) 

 ※議員からも予算をよりつけていただきますよう申し添え

をお願いします。 

【持ち帰るもの】 

・まちづくり総合交付金に面積割をつくってもらったが、「寒

冷地加算」を追加で検討してもらいたい。（総務）  

・あいのりタクシーは利用者が多くなっている。買い物や病

院だけでなく、規制を緩めて、娯楽などにも利用できるよう

にしてもらいたい。（ひな人形を見に行くのはだめだった）

（総務） 

・補助金の「ひもづき」を緩めてもらいたい。市街地と周辺部

では環境が違うため、同じ制度でも負担が違う。（総務） 

・たとえふるさと教育をやっても子どもは、帰ってこない。

なぜか。やはり給与格差であると考える。生活基盤を上げ

るように議会も動いてほしい。（産業） 

 

 

   令和 5 年 6 月 6 日 議会広報広聴委員 村木勝也 


